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年
明
け
よ
り
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
日
は
一
雨
ご
と
に
暖

か
さ
が
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
神
々
が
運
ぶ
季
節
の
繊
細
な
移
ろ
い
を
全
身

で
感
じ
、
感
謝
と
日
々
の
安
寧
を
祈
り
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
は
、
古
来
よ
り
受

け
継
い
で
き
た
日
本
人
の
大
切
な
生
き
方
で
す
。
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
は
、

ご
健
勝
に
て
お
過
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
此
の
度
、
平
成
二
十
九
年
四
月
三
十
日
か
ら
五
月
十
四
日
ま
で
、
当

社
特
別
展
示
室
に
お
い
て
「
高
円
宮
家
根
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
〜
小
國
神
社

で
ふ
れ
る
根
付
の
今
昔
〜
を
開
催
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
高
円
宮

憲
仁
親
王
殿
下
と
同
妃
久
子
殿
下
が
蒐
集
さ
れ
た
「
現
代
根
付
」、「
古
根
付
」

約
百
六
十
点
を
公
開
致
し
ま
す
。
「
根
付
」
は
、
和
装
に
お
い
て
印
籠
や
た
ば

こ
入
れ
な
ど
を
腰
に
下
げ
る
滑
り
止
め
の
道
具
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
江
戸

町
人
文
化
の
粋
と
し
て
発
達
し
現
在
に
至
る
ま
で
優
れ
た
作
品
が
数
多
く
制
作

さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
以
降
、
服
装
の
洋
風
化
に
伴
い
実
用
的
工
芸
品
と
し
て

の
役
割
を
離
れ
、
美
術
品
と
し
て
世
界
的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
日

本
独
特
の
繊
細
な
美
的
感
覚
が
生
ん
だ
世
界
に
誇
れ
る
美
の
世
界
で
す
。
是
非
、

こ
の
貴
重
な
機
会
に
多
く
の
皆
様
に
、
我
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
文

化
の
魅
力
に
ふ
れ
て
戴
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
昨
今
諸
外
国
で
は
長
き
に
渡
り
世
界
を
席
巻
し
た
、
い
わ
ゆ
る

新
自
由
主
義
を
背
景
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
転
換
の
契
機
と
な
る
よ
う
な

事
態
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
英
国
の
欧
州
連
合
離
脱
や
、
「
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス

ト
」
を
掲
げ
た
米
国
の
新
大
統
領
の
誕
生
は
そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た

と
存
じ
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
地
球
規
模
の
経
済
活
動
と
し
て
「
人
」
・

「
物
」
・
「
金
」
の
行
き
来
の
壁
を
無
く
し
ま
す
。
一
方
で
、
全
て
を
画
一
的

に
捉
え
、
文
化
の
多
様
性
の
否
定
に
繋
が
る
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

真
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
は
、
言
語
や
宗
教
の
違
い
を
正
し
く
理
解
し
、
ま
た

そ
れ
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

職
員
一
同
、
神
慮
を
畏
み
、
国
の
安
寧
と
世
界
の
平
和
を
祈
り
、
社
務
に
精

進
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。
各
位
の
ご
壮
健
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

春
の
訪
れ
に
よ
せ
て

げ
ん 

だ
い   

ね   

つ
け

こ   

ね   

つ
け
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特殊神事　手釿始祭　墨付け（１月１１日）八王子社例祭　奉射神事（１月１７日）

歳旦祭　宮司玉串を奉りて拝礼（１月１日） 田遊神事　賑わいの餅撒き（１月３日）

多くの参拝者で賑う参道（1月4日）

新春初祈祷祭の斎行（1月1日午前0時）

年
末
年
始
の
ご
報
告

平成２９年鉄のオブジェ『丁酉』　制作：鈴木格子様
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去
る
十
一
月
三
十
日
㈬
午
後
三
時
よ
り
塩

井
神
社
に
お
い
て
、
若
宮
八
幡
神
社
合
祀
祭

を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

古
来
よ
り
、
若
宮
八
幡
神
社
は
橘
地
区
の

守
り
神
と
し
て
大
切
に
お
祀
り
さ
れ
て
き
ま

し
た
。　

　

一
方
、
集
落
の
過
疎
化
の
影
響
を
受
け
、

こ
れ
か
ら
の
神
社
の
存
続
を
危
惧
す
る
声
が

あ
が
り
始
め
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
若
宮
八
幡
神
社
の
ご
祭
神
誉
田
別
命
を

末
社
塩
井
神
社
の
相
殿
に
お
移
り
い
た
だ
き
、

祭
祀
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
塩
井
神
社
の
相
殿
の
神
様
と
し

て
お
祭
り
し
、
伏
間
地
区
・
橘
地
区
の
守
り

神
と
し
て
ご
鎮
座
さ
れ
ま
す
。

橘
地
区〝
若
宮
八
幡
神
社
〞合
祀
祭
の
斎
行

師
走
の
大
祓
式
斎
行

　

十
二
月
三
十
一
日
大
晦
日
の
午
後
三
時
よ

り
師
走
の
大
祓
式
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
祓
式
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
て
し
ま
っ
た
罪
や
身

に
つ
い
た
穢
れ
を
身
代
わ
り
と
な
る
人
形

（
ひ
と
が
た
）
に
託
し
て
祓
い
清
め
る
神
事

で
す
。

　

本
年
は
、
約
五
〇
〇
名
の
ご
参
列
の
も
と
、

清
浄
な
心
と
身
体
で
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
お
祓
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
一
年
を
締
め
く
く
る
除
夜
祭
で

は
、
大
神
様
に
一
年
の
無
事
を
感
謝
し
、
佳

き
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
六
月
三
十
日
に
は
、
夏
越
の

大
祓
式
を
斎
行
し
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事
」

を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
で
ご
参
列
下
さ
い
。

節
分
祭
の
斎
行

節分祭特別奉仕者
女子レスリング金メダリスト　川井梨紗子様（左）　俳優　筧　利夫様（右）　

筧　利夫様
奉納のサイン入り福俵

　

二
月
三
日
午
後
二
時
、
八
十
七
名
の
年
男

役
・
年
女
役
の
ご
奉
仕
を
賜
り
、
節
分
祭
を

斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

拝
殿
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
大
紋
に
身
を

包
ん
だ
奉
仕
者
は
神
職
と
と
も
に
、
追
儺
神

事
や
宝
槌
打
振
り
神
事
、
福
笑
い
神
事
な
ど

の
厄
災
を
祓
い
、
福
を
呼
び
込
む
数
々
の
神

事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
の
特
別
奉
仕
者
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
女
城
主
直
虎
」
に
も
出
演
さ
れ
て
い

る
俳
優
の
筧
利
夫
さ
ん
と
リ
オ
五
輪
レ
ス
リ

ン
グ
女
子
六
十
三
キ
ロ
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

川
井
梨
紗
子
さ
ん
に
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

節
分
祭
の
斎
行

　

境
内
に
は
、
特
別
奉
仕
者
の
お
二
人
を
一

目
見
よ
う
と
多
く
の
参
拝
者
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。
豆
撒
き
神
事
で
は
、
奉
仕
者
に
よ
っ

て
豆
が
撒
か
れ
る
と
、
境
内
は
歓
声
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

新たに設置された由緒書（平成28年11月30日）

大祓式　祓物を八針に裂く（平成28年12月31日）
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本
年
は
、
初
代
神
武
天
皇
が
日
本
の
国
を

建
国
さ
れ
て
よ
り
二
六
七
七
年
と
な
り
ま
す
。

　

二
月
十
一
日
㈯
当
社
で
は
、
建
国
の
偉
業

を
仰
ぎ
、
国
家
の
発
展
を
お
祈
り
す
る
紀
元

祭
を
執
り
行
い
、
四
〇
〇
余
名
の
参
加
者
と

と
も
に
奉
祝
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
日
本
の
神
話
に
親
し
む
会
」
に

よ
る
古
事
記
絵
巻
が
上
演
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
、
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

我
国
は
、
建
国
の
起
源
を
神
話
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
神
代
か
ら
現
在
ま
で
一

本
の
糸
で
繋
が
る
世
界
で
も
類
い
稀
な
る
国

家
で
す
。

　

日
本
の
国
柄
を
正
し
く
知
り
、
そ
の
精
神

を
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

境
内
の
梅
が
咲
き
揃
い
春
の
訪
れ
を
感
じ

る
二
月
十
八
日
㈯
に
祈
年
祭
を
斎
行
い
た
し

ま
し
た
。

　

我
国
は
、
稲
作
を
中
心
と
す
る
農
業
を
も

と
に
栄
え
て
き
ま
し
た
。
年
の
始
め
に
穀
物

の
豊
か
な
に
実
り
を
祈
る
祈
年
祭
は
、
日
本

を
象
徴
す
る
大
切
な
お
祭
り
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
収
穫
の
秋
に
豊
か
に
実
っ
た
新
穀

を
お
供
え
し
、
ご
神
恩
に
感
謝
す
る
新
嘗
祭

と
対
を
な
す
お
祭
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
穀
物
の
豊
穣
と
と
も
に
あ
ら

ゆ
る
産
業
の
発
展
も
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
も
松
尾
貞
子
様
よ
り
キ
ャ
ベ

ツ
や
大
根
な
ど
を
多
数
ご
奉
納
い
た
だ
き
、

ご
神
前
に
お
供
え
し
て
の
斎
行
と
な
り
ま
し

た
。
松
尾
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

紀
元
祭
の
斎
行

祈
年
祭
の
齋
行

祈年祭　本殿への参進（2月18日）

　

一
月
三
日
㈫
午
後
一
時
よ
り
田
遊
祭
を
斎

行
し
、
引
き
続
き
舞
殿
に
て
田
遊
神
事
が
奉

納
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
遊
び
と
は
、
新
年
の
豊
作
を
祈
り
、
田

作
り
か
ら
刈
り
入
れ
ま
で
の
農
作
業
過
程
を

擬
似
的
に
演
じ
る
神
事
芸
能
で
す
。

　

当
社
の
田
遊
神
事
は
鎌
倉
時
代
に
は
す
で

に
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
、
朴
訥
な
所
作
や

唱
え
詞
を
中
心
と
し
た
見
立
て
芸
が
古
の
ま

ま
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
九
年
に
は
、

国
選
択
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き

無
形
の
民
俗
文
化
財
」
に
登
録
さ
れ
現
在
に

い
た
り
ま
す
。

　

斎
行
後
は
、
奉
仕
者
よ
り
牛
王
神
札
の
授

与
や
投
餅
が
行
わ
れ
、
参
拝
者
と
と
も
に
新

年
の
豊
作
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

田
遊
祭
・
田
遊
神
事
の
齋
行

第
七
期
第
二
回
遠
州
と
こ
わ
か
塾
開
催
の
ご
報
告

　

本
講
義
に
は
、
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

西
村
幸
祐
先
生
を
お
招
き
し
、
「
二
十
一
世

紀
の
脱
亜
論
」
と
「
日
本
の
自
立
」
〜
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
誕
生
を
巡
っ
て
〜
と
題
し
リ

ア
ル
タ
イ
ム
な
世
界
情
勢
に
つ
い
て
の
ご
講

話
を
賜
り
ま
し
た
。

　

我
国
は
、
特
定
ア
ジ
ア
（
中
国
・
韓
国
・

北
朝
鮮
）
と
適
切
な
距
離
を
置
き
、
台
湾
、

イ
ン
ド
を
始
め
と
す
る
様
々
な
ア
ジ
ア
諸
国

と
手
を
携
え
な
が
ら
世
界
の
安
定
的
な
平
和

を
目
指
し
、
今
後
の
国
際
的
な
立
ち
位
置
を

示
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
講
義
を
受
講
し
、
塾
生
一
同
、
祖
先
か

ら
受
け
継
い
で
き
た
日
本
人
の
精
神
姿
勢
に

改
め
て
思
い
を
致
し
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

未
来
を
切
り
開
く
糧
と
な
り
ま
し
た
。

田遊神事　六番　苗草踏み（1月3日）

講師　ジャーナリスト・作家　西村幸祐先生

大型神話絵巻“国生みの話”上演（２月１１日）



　
小
國
神
社
氏
子
青
年
会
で
は
、
年
末
年
始

に
か
け
て
数
々
の
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
会
員
一
同
力

を
合
わ
せ
て
奉
製
し
た
注
連
縄
を
奉
納
い
た

し
ま
し
た
。

　
年
明
け
に
は
、
参
拝
者
へ
の
開
運
福
だ
る

ま
授
与
を
ご
奉
仕
し
、
一
月
中
旬
に
は
、
ど

ん
ど
焼
き
に
て
お
は
た
き
餅
の
授
与
奉
仕
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
奉
仕
活
動
を
通
し
て
多
く
の
参

拝
者
と
接
す
る
中
で
、
大
神
様
に
奉
仕
す
る

青
年
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
い

た
し
ま
し
た
。

　
二
月
に
は
、
建
国
祭
奉
祝
パ
レ
ー
ド
で
は

子
供
達
の
引
率
を
行
い
、
次
代
を
担
う
若
い

世
代
に
日
本
の
建
国
理
念
を
伝
え
る
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
一
月
十
四
日
㈯
よ
り
二
十
二
日
㈬
ま
で
の

八
日
間
、
静
岡
市
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
濱
村
に
て
、

㈲
静
岡
木
工
が
第
五
回
「
人
と
暮
ら
し
と
か

み
の
た
な
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
々
の
「
感
謝
」
の
心
を
神
さ
ま
に
届
け

る
祈
り
の
場
「
か
み
だ
な
」
を
設
け
る
こ
と

の
大
切
さ
と
「
神
さ
ま
を
身
近
に
感
じ
て
一

日
を
始
め
る
丁
寧
な
暮
ら
し
方
」
を
広
く
伝

え
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
ご
朱
印
」
を
受
け
る
参
拝
者
の

増
加
に
伴
い
、
サ
ブ
テ
ー
マ
を
「
静
岡
一
宮

巡
拝
」
と
し
、
県
内
で
一
宮
と
し
て
親
し
ま

れ
る
三
嶋
大
社
・
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
・

小
國
神
社
の
由
緒
の
紹
介
と
各
社
の
ご
朱
印

も
展
示
し
、
来
場
者
が
関
心
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。

小
國
神
社
氏
子
青
年
会
活
動
の
ご
報
告

第
五
回〝
人
と
暮
ら
し
と
か
み
の
た
な
展
〞の
開
催注目を浴びるグッドデザイン賞受賞の神だな（1月23日）

　
二
月
六
日
㈪
寒
明
け
の
最
初
の
甲
子
の
日

に
初
甲
子
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
甲
子
の

日
は
、
当
社
の
ご
祭
神
「
大
己
貴
命
」
が

「
国
作
り
」
を
始
め
ら
れ
た
日
と
伝
わ
る
縁

日
で
す
。

　
な
か
で
も
、
初
甲
子
の
日
は
特
に
ご
霊
験

あ
ら
た
か
な
日
と
さ
れ
「
願
い
事
の
ま
ま
に

叶
う
日
」
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
初
甲
子
祭
で
は
特
別
に
ご
本
殿
の

廻
り
を
歩
い
て
お
参
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
は
、
大
神
様
の
間

近
に
て
日
々
の
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
、
心

静
か
に
お
祈
り
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
お
参
り
の
後
、
一
様
に
晴
れ
や
か
な
表
情

の
皆
様
は
、
早
く
も
ご
加
護
を
お
受
け
に

な
っ
た
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

初
甲
子
祭
の
斎
行

静
岡
県
神
道
青
年
会

神
道
行
法
〝
大
寒
禊
〞
の
実
施

　
一
月
二
十
日
㈮
、
静
岡
県
神
道
青
年
会
が

主
催
す
る
、
恒
例
の
〝
大
寒
禊
〞
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
青
年
神
職
と
地
元
有
志
の
参
加

者
、
約
四
十
名
が
天
竜
川
に
集
ま
り
、
寒
水

に
身
を
沈
め
、
心
身
を
清
め
ま
し
た
。

　
〝
禊
（
み
そ
ぎ
）
〞
は
〝
禊
祓
〞（
み
そ

ぎ
は
ら
え
）
と
も
言
わ
れ
、
古
事
記
・
日
本

書
紀
に
は
伊
邪
那
岐
命
が
初
め
て
禊
を
さ
れ

た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
身
の
清
浄

を
尊
ぶ
神
道
精
神
の
根
幹
を
表
わ
す
祓
い
清

め
の
行
法
の
一
つ
で
す
。

〝
大
寒
〞
の
最
も
寒
さ
の
極
ま
る
中
で
の
禊

は
、
一
層
身
が
引
き
締
ま
る
も
の
と
な
り
、

清
々
し
い
姿
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

大神様のご加護を受けられたご参列の皆さま（2月6日）

大寒禊　心身共に清らかな姿へ立ち返る（１月20日）

「おはたき餅」授与の準備に取りかかる会員（1月15日）
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春を呼ぶヒヨドリ（撮影　杉本昌弘）

最優秀賞　晩秋の宮川（撮影　加藤義昭）

　

ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
〝
古
代
の
森　

小
國
神
社
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
〞
の
第
十

五
回
を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
テ
ー
マ
事
に
３
部
門
の
応
募
枠
が
あ
り
、〝
部
門
１
：
境
内
に
咲
く
草

花
・
樹
木
な
ど
の
自
然
〞〝
部
門
２
：
祭
事
・
催
物
〞〝
部
門
３
：
野
鳥
〞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
國
神
社
の
祭
事
や
伝
統
が
持
つ
厳
か
さ
、
自
然
の
魅
力
を
表
現
し
た
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
よ
り
昨
年
七
月
か
ら
本
年
六
月
ま
で
一
年
間
に
撮
影
さ
れ
た
作
品
が
対
象

と
な
り
ま
し
た
。
応
募
期
間
は
六
月
一
日
㈭
か
ら
七
月
十
日
㈪
（
必
着
）
と
な
り
ま
す
。

応
募
用
紙
は
神
社
、
ま
た
県
西
部
の
写
真
各
店
に
ご
ざ
い
ま
す
。
応
募
規
定
を
よ
く
お
読

み
い
た
だ
い
た
上
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一

日

六

日

十
七
日

十
七
日

十
八
日

二
十
日

二
十
一
日

一

日

二

日

二

日

三

日

六

日

八

日

八

日

十
三
日

十
三
日

十
三
日

十
五
日

十
五
日

十
五
日

十
六
日

十
六
日

十
七
日

十
八
日

二
十
九
日

月
次
祭

一
宮
さ
く
ら
祭

勧
学
祭

神
武
天
皇
祭
遙
拝
式

本
宮
山
月
次
祭

杉　

祭

全
國
一
宮
等
合
殿
社
例
祭

献
茶
祭（
手
揉
み
保
存
会
）

垢
籬
祭

舞　

揃

献
詠
祭

氏
子
入
り
奉
告
祭

十
二
段
舞
楽
奉
奏

十
二
段
舞
楽
奉
奏

神
幸
祭

前
日
祭

例　

祭

昭
和
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
半
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
後
二
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
八
時
）

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

真
田
城
趾
慰
霊
祭

鉾
執
社
例
祭

月
次
祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

一
官
祖
霊
社
春
季
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
時
半
）

（
午
後
一
時
半
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
半
）

月
次
祭

端
午
祭

本
宮
山
青
葉
祭

月
次
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
九
時
）

月
次
祭

花
菖
蒲
園
開
園
奉
告
祭

花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

甲
子
祭

本
宮
山
月
次
祭

月
次
祭

御
田
植
祭

夏
越
の
大
祓
式

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
半
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
後
三
時
）

一

日

五

日

六

日

十
八
日

一

日

一

日

四

日

六

日

六

日

十
八
日

二
十
一
日

三
十
日

杉に着生したセッコクの花（平成２８年５月２２日）

○ 

作
　
品
　
募
　
集 

○

○ 

作
　
品
　
募
　
集 

○

6
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こ
の
度
、
高
円
宮
憲
仁
親
王
殿
下
が
久
子

殿
下
と
と
も
に
蒐
集
さ
れ
た
、
現
代
根
付
・

古
根
付
約
一
六
〇
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
主
だ
っ
た
作
家
や
素
材
を
網

羅
す
る
高
円
宮
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開

し
、
根
付
の
多
様
な
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

　

特
に
、
現
代
根
付
に
は
象
牙
や
黄
楊
な
ど

の
伝
統
的
な
素
材
の
他
に
様
々
な
材
料
が
用

い
ら
れ
、
一
つ
一
つ
に
斬
新
な
創
意
と
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
根
付
」
は
、
印
籠
や
た
ば
こ
入
れ
な
ど

の
〝
提
げ
物
〞（
さ
げ
も
の
）を
腰
に
提
げ
る

時
に
使
う
、
滑
り
止
め
の
道
具
で
す
。
江
戸

時
代
に
発
達
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
優
れ

た
作
品
が
数
多
く
制
作
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
は
、
日
本
人
の
服
装
が
洋
風
化

さ
れ
た
結
果
、
実
用
的
工
芸
品
と
い
う
位
置

付
け
か
ら
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
現
在
、
根
付
は
そ
れ
自
体

が
独
立
し
た
美
術
作
品
と
し
て
世
界
的
に
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
こ
の
機
会
に
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

覧
い
た
だ
き
、
日
本
文
化
の
魅
力
を
感
じ
て

下
さ
い
。

　

四
月
十
八
日
㈫
、
当
社
で
最
も
重
要
な
お

祭
り
の
一
つ
で
あ
る
「
例
祭
」
を
斎
行
い
た

し
ま
す
。こ
の
日
は
、ご
祭
神「
大
己
貴
命
」

が
本
宮
山
に
鎮
ま
っ
た
由
緒
あ
る
日
で
す
。

　

本
年
の
日
程
は
、
十
五
日
㈯
氏
子
入
り
奉

告
祭
・
十
二
段
舞
楽
奉
奏
、
十
六
日
㈰
神
幸

祭（
神
輿
渡
御
・
稚
児
行
列
・
勅
使
行
列
）・

十
二
段
舞
楽
奉
奏
（
終
了
後
投
餅
）
、
十
七

日
㈪
前
日
祭
、
十
八
日
㈫
が
例
祭
の
斎
行
と

な
り
ま
す
。

　

十
六
日
は
、
弓
道
愛
好
家
に
よ
る
大
弓
会
、

新
茶
の
手
も
み
実
演
や
甘
酒
の
無
料
授
与
が

催
さ
れ
、
大
変
賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
す
。

　

ご
縁
日
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
大
神
様
の

ご
加
護
を
お
受
け
下
さ
い
。

　

本
年
の
勧
学
祭
は
、
四
月
一
日
㈯
午
前
十
一

時
よ
り
執
り
行
い
ま
す
。

　

氏
子
地
域
の
小
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子
様

に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
学
業
成
就
や
身
体
健
全
、

交
通
安
全
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

氏
子
入
り
奉
告
祭
は
、
四
月
十
五
日
㈯
午
後

二
時
よ
り
行
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
一
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
た
お
子
様
と
嫁
入
り
・

婿
入
り
・
転
入
居
住
さ
れ
た
皆
様
に
ご
参
列
を

い
た
だ
き
、
当
社
の
氏
子
に
加
わ
っ
た
こ
と
を

ご
神
前
に
奉
告
し
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災
の

お
祈
り
を
い
た
し
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
各
地
区
の
総
代
を
通
し
て

行
い
ま
す
。
ご
家
族
皆
様
で
ご
参
列
下
さ
い
。

平
成
二
十
九
年
例
祭
期
間
の
ご
案
内

勧
学
祭・氏
子
入
り
奉
告
祭
の
ご
案
内

古式十二段舞楽　十一番　納蘇利（平成２８年４月17日）

新小学一年生の子どもたちによる玉串拝礼（平成２８年４月２日）

高
円
宮
家
根
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

小
國
神
社
で
ふ
れ
る
根
付
の
今
昔

◆ 

開
催
の
ご
案
内 

◆

　
平
成
二
十
九
年
四
月
三
十
日
㈰
〜
五
月
十
四
日
㈰

　

十
時
〜
十
六
時
迄

　

小
國
神
社
特
別
展
示
室（
参
拝
者
休
憩
所
二
階
）

　

五
〇
〇
円　

小
学
生
以
下
無
料

開
館
時
間

期　
　

間

場　
　

所

入
場
料
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熱心に自習をする受検者の皆さま
（平成28年6月26日）

ダンスJFBによる
フラダンスパフォーマンス（平成28年4月3日）

　

毎
年
お
こ
な
わ
れ
る
こ
の
「
神
社
検
定
」

は
、
神
社
が
好
き
な
方
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
文

化
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
の
た
め
の
検
定
で

す
。
日
本
文
化
の
源
流
で
あ
る
神
道
は
、
普
段

気
が
つ
か
な
い
ほ
ど
私
た
ち
の
生
活
に
溶
け
込

み
慣
習
や
風
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

神
社
検
定
で
、
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
こ
と

は
、
自
身
の
中
に
あ
る
「
日
本
の
こ
こ
ろ
」
を

再
発
見
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

今
回
の
開
催
日
は
六
月
十
八
日
㈰
で
当
社
研

修
室
に
て
実
施
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
五
月
十

一
日
㈭
に
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
方
法
等
の
詳
細
は
、
「
神
社
検

定
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

第
六
回
神
社
検
定
の
ご
案
内

一
宮
さ
く
ら
祭
開
催

　

四
月
二
日
㈰
午
前
十
時
よ
り
恒
例
の
「
一

宮
さ
く
ら
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

 

メ
イ
ン
会
場
と
な
る
門
前
駐
車
場
に
は
露

店
が
並
び
、
バ
ン
ド
演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

さ
ら
に
は
日
本
舞
踊
や
真
剣
に
よ
る
演
武
な

ど
、
も
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
舞
殿
で
は
琴
・
尺
八
の
演
奏
が
奉

納
さ
れ
、
優
雅
な
音
色
が
ご
神
域
に
響
き
渡

り
ま
す
。

 

参
拝
者
休
憩
所
前
で
は
、
毎
年
好
評
の
甘

酒
無
料
接
待
も
お
こ
な
い
ま
す
。

 
夕
刻
か
ら
は
、
門
前
宮
川
沿
い
の
桜
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
も
お
こ
な
い
ま
す
。

 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け
下

さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

稚児行列奉仕の子どもたち（平成28年4月17日）

　
四
月
十
六
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
神

幸
祭
の
稚
児
行
列
を
執
り
行
い
ま
す
。

　
古
く
か
ら
、
稚
児
（
ち
ご
）
は
神
さ
ま

に
近
い
清
浄
な
存
在
と
し
て
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
神
事
に

お
い
て
、
神
々
が
宿
る
神
聖
な
存
在
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
も
大
神
様
の
ご

加
護
の
も
と
晴
れ
や
か
に
ご
奉
仕
下
さ
る

お
稚
児
さ
ん
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

〇
募
集
要
項
〇

一
、
対
象
者

　
　
小
学
三
年
生
位
ま
で
の
男
女

一
、
参
加
費
　
五
、
〇
〇
〇
円

一
、
募
集
人
員
　
若
干
名
（
先
着
順
）

一
、
申
込
締
切
　
四
月
一
日
㈯

一
、
お
申
込
み

　
　
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二

　
　「
小
國
神
社
振
興
会
　
稚
児
行
列
係
」

稚
児
行
列
奉
仕
者
を
募
集
い
た
し
ま
す

　
当
社
で
は
、
献
詠
祭
に
て
、
ご
神
前
に
奉

納
す
る
和
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
和
歌
は
神
代
よ
り
続
く
日
本
の
文
化
で
あ

り
、
古
事
記
に
は
我
国
で
初
め
て
詠
ま
れ
た

と
さ
れ
る
速
須
佐
之
男
命
の
歌
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
日
本
人
は
古
来
よ
り
歌
を
詠
む
こ
と
で
言

葉
に
託
さ
れ
た
様
々
な
思
い
に
触
れ
、
豊
か

な
感
性
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
先
の
要
項
に
て
多
数
の

ご
応
募
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

募
集
要
項

◇
兼
題
　「
舞
楽
」・「
鳥
」

◇
用
紙
　
短
冊

　（
歌
は
楷
書
に
て
お
書
き
下
さ
い
。

　  

裏
面
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
下
さ
い
。）

◇
献
詠
費
　
無
料

◇
締
め
切
り
　
四
月
十
日
㈪

◇
宛
先
　
〒
四
三
七
ー
二
二
六

　
静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

　
小
國
神
社
祭
儀
課
献
詠
係

献
詠
祭
和
歌
募
集

古式十二段舞楽『太平楽』（28年4月１６日）



平成29年3月20日第49号 玉 垂

9

鬼瓦に取りつけられたご神紋

　

神
紋
・
社
紋
と
は
、
家
の
紋
章
で
あ
る
家

紋
と
同
様
に
、
各
神
社
が
使
用
し
て
い
る
紋

章
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
紋
章
は
、
神
社
の
幟
や
幕
な
ど
に
描

か
れ
、
参
拝
の
折
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
　

　

神
紋
は
主
に
ご
祭
神
の
紋
章
で
、
社
紋
は

神
社
の
紋
章
と
さ
れ
ま
す
。
一
般
的
に
は
ど

ち
ら
も
神
紋
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　

神
紋
の
由
来
は
古
く
、
平
安
時
代
の
成
立

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
祭
神
・
神
社
に
ゆ

か
り
の
あ
る
文
様
が
使
わ
れ
、
約
百
二
十
種

類
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
神
紋
は
「
三
つ
巴
紋
」
と
言
い
、

古
来
よ
り
魔
除
け
や
防
火
の
祈
り
を
込
め
て

社
殿
の
鬼
瓦
や
釘
隠
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

49

ー
神
紋
・
社
紋
ー

し
ん
も
ん
　
　
　
　
し
ゃ
も
ん

花茗荷

美しく咲き揃った花菖蒲（平成28年６月１１日）

紀元祭　賑わいの餅つき（平成28年2月11日）

ー
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
ー

斎
庭
の
草
花
●9

　

当
社
は
、
四
季
折
々
の
自
然
に
恵
ま
れ
た

豊
か
な
杜
に
包
ま
れ
、
境
内
に
は
多
く
の
草

花
が
息
づ
い
て
い
ま
す

　

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
す
る
ご
神
域
の
写
真

の
数
々
は
、
崇
敬
者
の
山
崎
克
巳
様
の
奉
納

写
真
を
も
と
に
掲
載
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
（
花
茗
荷
）

　
　
シ
ョ
ウ
ガ
科

ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
属

花　

期　

五
〜
六
月　

草　

丈　

30
〜
60
㎝

生
育
地　

山
の
木
陰

分　

布　

本
州（
千
葉
県
以
西
）・四
国・九
州

　

ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
は
木
陰
に
多
く
生
え
る
多

年
草
で
す
。
花
期
に
は
直
立
し
た
花
の
穂
に
、

薄
紅
色
を
し
た
細
長
い
粒
状
の
つ
ぼ
み
が
数

多
く
着
き
そ
こ
か
ら
、
白
地
に
薄
紅
色
の
筋

が
入
っ
た
花
弁
が
覗
き
ま
す
。

山
下　

華
穂　
富
士
宮
市

登
坂　

朔
也　

森　

町

三
谷　

れ
な　

磐
田
市        

溝
口　

藍
梨　

菊
川
市

山
下　

譲
士　

磐
田
市

菅
沼　

夕
暉　

浜
松
市

佐
藤　

叶
人　

森　

町

松
尾　

柚
希　

森　

町

小
笠
原
花
帆　

袋
井
市

髙
木
偉
乃
真　

森　

町

大
城　

璃
奈　

浜
松
市

宮
野　

利
綺　

島
根
県

粕
谷
亜
衣
里　

掛
川
市

市
川　

眞
雪　

磐
田
市

菅
沼　

大
輝　

掛
川
市

中
村　

嘉
仁　

掛
川
市

石
榑　

孝
丞　

袋
井
市

糸
洲　

里
莉　

磐
田
市

赤
沼　

杜
逢　

袋
井
市

砂
川　

樹
生　

磐
田
市

原
野　
　

光　

掛
川
市

村
岡　

結
太　

袋
井
市

鈴
木
瑛
太
郎　

袋
井
市         

中
嶋　

亮
太　

埼
玉
県

宮
本　

葉
月　

掛
川
市

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名
を

　

申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日

　
　
　

〜
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
八
日
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平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日

「
玉
垂
」　
（
た
ま
だ
れ
）　

第
四
十
九
号

題
字
揮
毫　

神
社
本
廳
元
総
長　

工
藤　

伊
豆

発　

行 
 

小
國
神
社
社
務
所

郵
便
番
号　

四
三
七
ー
〇
二
二
六

住　

所
　

  

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一

電
話
番
号　

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七

印　

刷
　

  

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス　
エ
ム・エ
ス・シ
ー

「
小
國
の
杜
・
点
描
」

節分祭　賑わいの豆撒き神事（2月3日）德川宗家　德川家広様のご参拝（平成28年12月5日）

スーパーカー愛好家による新春交通安全祈願（1月5日） 本宮山　奥磐戸神社のご例祭（１月1６日）

敬神婦人会による節分豆の袋詰め奉仕
（1月25日）

編

集

後

記

○
「
玉
垂
」
四
十
九
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

三
月
か
ら
初
夏
に
か
け
て
花
々
が
咲
き
揃
い
、
穏
や
か

な
太
陽
の
光
が
降
り
注
ぎ
、
草
木
が
萌
え
る
一
年
で
最

も
自
然
の
力
強
さ
に
満
ち
た
季
節
と
な
り
ま
す
。

　

季
節
の
移
ろ
い
に
心
を
寄
せ
て
営
む
生
活
は
、
私
た
ち

心
を
清
純
な
姿
に
導
い
て
く
れ
ま
す
。

○
次
号
「
玉
垂
」
五
十
号
を
記
念
し
て
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
な
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
当
社
の

魅
力
が
伝
わ
る
よ
う
に
紙
面
を
整
え
て
参
り
た
く
存
じ

ま
す
。

表
紙
写
真
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
四
月
八
日
十
二
時
〇
三
分
に
撮
影
い
た
し

ま
し
た
。
桜
木
の
下
、
仲
睦
ま
じ
い
お
二
人
の
お
姿
に
大

神
様
も
お
喜
び
の
事
と
存
じ
ま
す
。

どんど焼きの浄火（１月１５日）御弓始祭　奉射神事（１月１７日）


